
直近の出展⽇本企業が語る
ヨーロッパの現場で感じる熱

直近の出展日本企業が語る

：ヨーロッパの現場で感じた熱：



常務取締役 紙野清⼀
＜1977年⼊社 海外営業＝海外市場開拓と販売＞

：ヨーロッパの現場で感じた熱：



複合⼯作機械のトップランナー
製造業の明⽇に寄り添うことを⽬指す機械メーカー

Mother Machine

Parts Components Products

Ⓒ 2021 中村留精密工業株式会社



中村留＝複合⼯作機械を主⼒
素材から完成品までを1台で完結

Ⓒ 2021 中村留精密工業株式会社



事業領域
⼯作機械

光学機械

社員数
約600名

中村留精密⼯業
所在地
⽯川県⽩⼭市



舞台は全世界
積極的に進出して、マーケットを作る

世界55ヵ国での販売実績

国内 海外

輸出⽐率70%

























＜コロナを心配する時は終わった＞。
＜前に進もう‼＞



MECT 2021
メカトロテック ジャパン

MECT 2021
メカトロテック ジャパン





まとめ = ２０２２年はリアル
■思いのほかお客様が来た。

来場者が来ないんじゃないかという開催前の声 ➡ 蓋開けてみると多くの来場者が来た。

イタリア政府サポートで設備購入意欲が非常に高い。

■欧州のお客さんの声

即納で機械が欲しい‼ 需要拡大の波に乗り遅れるな！という多くのお客さんの熱。

中国に流れた仕事が欧州へ戻って来た。品質と納期問題＋コンテナ不足と海上運賃の高騰。

欧州復興計画（グリーンとデジタル）が建設投資を牽引。

■プッシュ型の営業方法＝リアルとオンラインの2本立てを併用

コロナ禍でオンライン展示会が進んだが、逆にリアル展示会の良さも見直された。

オンラインは提案が一方通行になりがち ｖｓ リアルはお客さんが自分の目で確かめる。

対面でお客様の悩みを聞く＝個々に合った提案をその場で出せるリアルが見直されている。

２０２２年はリアルが求められる。



⼤事な事に気づかされた。

展⽰会やって良かった理由：
お客様側からの⽬線

＝お客様は我々を待っていた＝

【展⽰会は我々がお⾒せする場であると同時に
お客様が⾒たい物を⾒に来る場でもある】

【そこにお客様と我々の繋がりがある】











ご清聴ありがとう御座いました。


